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特 集 

税 関 労 組 ニ ュ ー ス 
 

第 965 号 
令和６年８月７日 

お知らせ  新規 HP 導入のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

（税関労組交渉団） 

 永山中央執行委員長、原川副中央執行委員長、仲野副中央執行委員長、北條中央執行委員、小坪中央執行委員、

脇中中央執行委員、福本中央執行委員、蔦本中央執行委員、齋藤書記長、渡辺書記次長     計 10 名 

当局側 

税
関
労
組
は

令
和
５
年
11
月
24

64

期
第
１
回
関
税
局
長
交
渉
を
実
施

当

労
組
を
代
表
し
て
永
山
中
央
執
行
委
員
長
を
中

心
と
し
た
代
表
者
11
名
が
出
席

事
前
に
合
意

し
た
４
つ
の
議
題 

令
和
６
年
度
税
関
関
係
予
算

 

昇
任
及
び
昇
格
の
基
準
等

 

業
務
処
理
体
制
に
係
る
諸
問
題

 

職
員
の
健
康
・
安
全
管
理

 

に
つ
い
て
要
求
を
行
い
ま
し
た

 

を
代
表

永
山
中
央
執

行
委
員
長
か
ら
所
信
を
表
明

江
島
関
税
局
長

か
ら
こ
れ
を
受
け
て
発
言

 

今
回
の
交
渉

昨
年
３
月
の
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
会
及
び
参
議
院
財
政
金
融
委
員
会
の
両

委
員
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
獲
得

附
帯

を
踏

令
和
６
年
度
概
算
要
求
内
容

を
関
税
局
長
に
直
接
問
う
重
要
な
交
渉

予
算
以
外
に
も 

○
令
和
４
年
10
月
11
日
か
ら
の
入
国
者
数
の

上
限
撤
廃
に
伴

入
国
者
も
徐
々
に
増
加

し
て
き
て
い
る
こ
と 

○
不
正
薬
物
等
の
摘
発
や
知
的
財
産
侵
害
物

品
の
差
止

越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大

に
伴
い
輸
入
許
可
件
数
が
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
航
空
貨
物
や
取
扱
量
の
多
い
国
際

郵
便
物
か
ら
の
摘
発
が
多
数
を
占
め
て
お

今
後
も
迅
速
な
通
関
と
厳
格
な
取
締
を

両
立
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と 

の
第
一
線
で
必
死
に
働
い
て
い
る
職
員

の
気
持
ち
や
現
場
の
実
態
を
訴

つ
で
も
多
く
の
要
求
が
実
現
す
る
よ
う
強
く
求

 

労組側 
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環
境
の
変
化
に
対
し

業
務
の
効
率
化
や
制
度
の
見
直

税
関
手
続
の

の
適
正
な
配
備
等
に
よ
り

対
応

今
後

税
関

常
に
時
代
の
変
化
や
税
関
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
対

柔
軟
な
発
想
を
持

対
応
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
思

 

税
関
の
使
命
を
果

貿
易
の
秩
序
を
確
保
す
る

な
業
務
運
営
が
求

支
え
る
職
員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

心
身
と
も
に
健
康

持

働

風
通
し
の
良
い
明
る
く
前
向
き
な

職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思

 
 

職
員
団
体
の
皆

引
き
続

き
健
康
で
活
力
あ
る
職
場
作
り
へ
の
協
力
を
お
願
い

職
員
団
体
と
し
て
の
建
設
的
な
意
見

や
要
望

窓
口
に
遠
慮
な
く
申
し

出
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

 

以
上

私
の
所
信
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

 

 

船
も
順
調
に
寄
港

訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
は
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
９
年
の
約

７
割
ま
で
回
復

越
境
電
子
商

取
引
の
拡
大
に
伴

航
空
貨
物
の
輸
入
件
数
が
１

億
件
を
超

今
年
に
入

増
加
の
傾
向
に
あ

不
正
薬
物
等
の
摘
発
は
７
年
連
続

で
１
ト
ン
を
超

加

知
的
財
産
物
品

の
差
止
件
数
の

テ
ロ
関
連
物
資
の
水
際
阻
止

も
極
め
て
重
要
な
課
題

現
場
は
日
々
増
加

す
る
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
状
況

多
く
の
課
題
を
達
成

定
員
の
増
加
は
必
須

限
ら
れ
た
人
員
の
中

業
務
の
効
率
化
等
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
懸
命
に
職
務
に
当

組
合
員
の

処
遇
改
善

級
別
定
数
の
拡
大
も
必
要
不
可

欠
 

私
た
ち
も
国
政
の
場
や
査
定
当
局
等
の
理
解
が
得

国
会
議
員
要
請
行
動

内
閣
人
事

局
・
人
事
院
交
渉
の
場
を
通

税
関
業
務
の
特
殊

を
訴

本
年
３
月
の

関
税
定
率
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
審
議
に

衆
議
院
・
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
11

年
連
続
39

に
お

い
て
12
年
連
続
42
回
目
と
な
る
附
帯
決
議
の
獲
得

に
も
至

 

本
日

組
合
員
の
切
実
な
声

伝
え

忌
憚
な
く
要
求
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

関
税
局
長

の
交
渉
に
お
け
る
私
た
ち
の
要
求
・
要
望
の

係
各
所
へ
の
働
き
か
け
を
是
非
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

 

本
日
の
交
渉

双
方
に
と
り
ま
し
て
有
益
か
つ

有
意
義

江
島
関
税
局
長
の
真

摯
な
回
答
に
期
待

私
の
所
信
と
さ
せ
て
頂
き

本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願

 

永山中央執行委員長 

永

山

中

央

執

行

委

員

長 
所

信

表

明 

江

島

関

税

局

長 

所

信

表

明 
私
た
ち
税
関
労
組

真
に
自
由
に
し
て
民
主
的

な
労
働
運
動
を
旗
印

健
康
で
明
る
く
働
き

が
い
の
あ
る

ゆ
と
り
・
豊
か
さ
が
実
感
で
き

る

を
実
現
す
る
た
め
に
税
関
職
員
の
必
要
な

定
員
の
確
保
や

の

上
の
諸
問
題
等
の
解
決
に
向

組
合
員
の
声
を
拾

い
上
げ
な
が
ら
活
動
を
展
開

 

当
局

厳
し
い
行
財
政
事
情
の
中

の
確
保

処
遇
改
善
や
職
場
環
境
の
整
備
等
に
ご
努
力
頂
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上

 

特
に
定
員

国
家
公
務
員
全
体
が
大

変
厳
し
い
定
員
合
理
化
計
画
の
中

令

和
５
年
度
の
定
員

104
人
の
純
増
に
よ

人

前
年
に
引
き
続
き

過
去
最
高

当
局
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
思

 

昨
年
10
月
の
入
国
者
数
の
上
限

の
復
便
・
増
便
が
続
い
て

永
山
中
央
執
行
委
員
長
か
ら
所
信
が
述
べ
ら
れ
ま

私
か
ら
も
基
本
的
な
考
え
方
を
申
し
述

 

全
国
の
税
関
職
員
の
皆

先
の
Ｇ
７
広

島

や
関
係
閣
僚
会
合
等
に
お
け
る
取
締
強

化
を
始

日
々
最
前
線

厳
格
な
不
正
輸
出
入
防

止
の
た
め
の
水
際
取
締
り
や
円
滑
な
通
関
等
に
ご
苦

労
・
ご
尽
力

改
め
て
心

か
ら
敬
意
と
謝
意
を
表
し
た
い
と
思

 

月
の

の
税
関
を
訪
問
し

職
場

税

関
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
を
全

職
員
の

皆
さ
ん
が
士
気
高

誠
実
に
職
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
姿
を
目
の
当

大
変
頼
も
し
く
感
じ

 

昨
今
の
税
関
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
て
お
り
ま
す

越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
伴
う
国
際
宅
配
貨

物
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｐ
貨
物
の
輸
出
入
が
急
増

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
に
よ
り
一
時
は
動
き
が
ほ
と

ん
ど
止

出
入
国
旅
客

検
疫
の
水
際

措
置
の
終
了
と
と
も
に
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
中
心

に
急
速
な
回
復

経
済
安
全

保
障
上
の
脅
威
へ
の
対
処
に
代
表
さ
れ
る
新
た
な
分

野
の
出
現

時
々
刻
々
と
大
き
く
変
化
し
て
い

に
お
け
る
不
正
薬
物
の

押
収
量

年
連
続
で
１
ト
ン
を
超

知

的
財
産
侵
害
物
品
の
摘
発
も
高
水
準
で
推
移
し
て
お

一
時
は
鳴
り
を
潜
め
た
金
地

金
の
密
輸
入

金
の
取
引
価
格
の
上
昇
と
人
流
の

回
復
に
伴

再
び
姿
を
見
せ
始

税
関

が
水
際
で
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

 

江島関税局長 
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急
増
へ
の
対
応 

・
テ
ロ
対
策
等
の
水
際
取
締
の
体
制
強
化 

・
経
済
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
整
備 

な
ど
を
行

191
人
の
純
増
要
求
を
行

 

引
き
続
き
行
政
需
要
に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う

予
算
及
び
定
員
の
確
保
に
向
け
て
最
大
限
努
力
す
る

定
年
引
上
げ
に
伴
う
新
規
採
用
数
の
ヤ

マ
タ
ニ
が
な
る
べ
く
生
じ
な
い
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思

 

び
機
構
の
要
求

原
川

 

議
題
１ 

令
和
６
年
度
税
関
関
係
予
算 

越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
よ
り
Ｓ
Ｐ
貨
物
を

始
め
と
し
た
輸
入
申
告
件
数
も
激
増

出
入
国
旅
客
も
急
速
に
回
復
基
調

検

査
対
応
な
ど
業
務
量
が
回
復
あ
る
い
は
増
加

ら
に
輸
出
貨
物
や
出
国
旅
客
の
携
帯
品
等
に
対
す

る
取
締
り
な
ど
業
務
量
も
増
加

 

税
関
の
業
務
量
に
見
合

適
切
な
税
関
職
員

の

の

境
の
整
備
等
が
必
要

定
年
引
上
げ

に
伴
う
新
規
採
用
数
の
ヤ
マ
タ
ニ
を
な
る
べ
く
平

準
化
す
る
こ
と
も
重
要
と
考

関
税
局
長
に

令
和
６
年
度
概
算
要
求
及
び
定
員
要

求
を
ど
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
行

伺

 

本
年
５
月
15
日
付
で
提
出
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん

の
要
求
内
容
は
承
知

 

極
め
て
厳
し
い
財
政
事
情
の
下

税

関
業
務
を
的
確
に
運
営

所
要
の
予

を
確
保

重
要
な
こ
と

と
認
識

 

令
和
６
年
度
税
関
関
係
予
算
の
概
算
要
求
に
お
い

骨
太
の
方
針
等
の
政
府
決
定
を
踏

税
関
業
務
を
的
確
に
運
営

Ｘ
線
検

査
装
置
等
の
各
種
取
締
・
検
査
機
器
等
の
整
備
な
ど

に
必
要
な
経
費

総
額
１,

０
４
１
億
円(

対

前
年
度
＋
60
億
円)

の
税
関
関
係
予
算
を
要
求
し
て

 

定
員
要
求

 

・
越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
伴
う
輸
入
貨
物
の

る
状
況

業
務
量
に
見
合

増
員
と

は
言

 

税
関
労
組

税
関
業
務
の
重
要
性
や
職
場
の
実

態

さ
ら
に
は
国
政
の

場
で
理
解
を
得
る
べ
く
要
請
活
動
を
行

の
通
常
国
会
に
お
い

税
関
職
員
の

な
ど
を

内
容
と
す
る
附
帯
決
議

両
院
と
も
に
全
会
一
致

で
付

 

当
局

附
帯
決
議
等
を
踏

現
場
か
ら
の
切
実
な
声
で
あ
る
当
労
組

令

和
６
年
度
概
算
要
求
に
関
わ
る

を
提
出
さ

局
長

令
和
６

年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
税
関
職
員
の

職
場
環
境
の
整
備
等
に
関
し
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
伺

 
特
に
定
員
の
確
保

年
に
１
歳
ず

つ
定
年
が
引
き
上
が
る
中

定
年
退
職
者
が
出
な

い
年
度
の
翌
年
度
の
新
規
採
用
数
が
極
端
に
少
な
く

適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ

 

 

(

１) 
予
算
要
求
方
針

永
山

 

令
和
５
年
度
末
の
税
関
定
員

過
去
最
多
の
１

名

当
局
が
必
要
な

定
員
確
保
に
尽
力
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
も
の
と
考

敬
意
を
表

 

越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
よ

り
Ｓ
Ｐ
貨
物
や
海
上
貨
物
の
輸
入
申
告
件
数
も
増

加

貨
物
の
通
関
や
検
査
に
あ

旅
具
職
員
な
ど
に
よ
る
応
援
体
制
が
あ

れ
ば
こ
そ
対
応
で
き
て
い
る
状
況

訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
の
回
復
に
伴

旅
具
職
員
を
元

の
職
場
に
戻

Ｓ
Ｐ
貨
物
や
海
上
貨

物
の
通
関
や
検
査
に
携
わ
る
職
員
が
不
足
し
て
い

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

害
物
品
等
の
密
輸
入
の
多

取
扱
件
数
の
多
い

航
空
貨
物
や
郵
便
物
か
ら
の
摘
発
が
大
半
を
占
め

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
回
復
に
伴
い

航
空
機
旅
客
等
か
ら
の
摘
発
も
増
加
し
て
き
て
い

(

３) 

監
視
艇
の
乗
艇
人
員

渡
辺

 
令
和
５
年
度

級
以
上
の
級
別
定

数
が
59

の
級
別
定
数
が
36

の
級

別
定
数
が
124
増

対

当
局
の
尽

力
に
敬
意
を
表

 

局
長
交
渉
に
お
い

大
量
採
用
等
に
よ
り
突
出

が
で
き
て

い
る
現
状

世
代
の
処
遇
停
滞
が
生
じ
な

上
位
級
の
拡
大
を
強
く
要
求
し
て
き
た
も

級
別
定
数
の
改
定

も
税
関
職
員
の
役
職
別
職
員
構
成
等
に
も
配
意
し
つ

業
務
量
の
増
大
及
び
複
雑
か
つ
困
難
化
す
る
税

関
業
務
の
特
殊
性
に
沿

要
求
を
行

 

皆
さ
ん
も
ご
承
知

現
下
の
行
財
政
事

情
等
か
ら
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
け
れ

令
和
６
年
度
の
級
別
定
数
改
定
要
求
に
お
い

職
員
の
処
遇
改
善
を
図

必
要
な
定
数

に
つ
い
て
要
求

確
保
に
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

 

機
構
要
求

税
関
行
政
を
取
り

巻
く
環
境
の
著
し
い
変
化
に
適
切
に
対
応
す
る
た

必
要
な
要
求
を
行

引

き
続

税
関
業
務
の
現
状
及
び
業
務
量
の
推
移
等

を
勘
案

適
正
な
機
構
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
思

 

 

税
関
は
平
成
元
年
の
消
費
税
導
入
や

６
年
の
関
西
国
際
空
港
開
港
と
い
う
採
用
の
突
出
し

が
で
き
て
い
る
現
状
に
あ
る
こ
と
や
税
関
業

務
の
特
殊
性
・
困
難
性
等
に
見
合

処
遇
を
確
立
す

引
き
続

関
係
当
局
へ
働
き
か
け
を
行

必
要
な
級
別
定
数
及
び
機
構
の
確
保
に
努

 

満
足
で
き
る
結
果

 

当
局

処
遇
停
滞
を
招

引
き
続

関
係
当
局
へ
働
き
か
け
を
行
い
必
要
な

級
別
定
数
及
び
機
構
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

 当
局

処
遇
停
滞
を
招

引
き
続

関
係
当
局
へ
働
き
か
け
を
行
い
必
要
な

級
別
定
数
及
び
機
構
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

 監
視
艇
の
安
全
運
航
の
確
保
及
び
急
な
出
艇
要
請

に
対
応

大
型
・
中
型
監
視
艇
の
船
舶
職
員

の
船
舶
職
員
を

と
す
る
な
ど
必
要
な
要
員
を
確

保

 

必
要
な
要
員
の
確
保

減
船
な

ど
で
は
な
く
新
規
採
用

 

原川副中央執行委員長 
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議
題
２ 

昇
任
及
び
昇
格
の
基
準
等 

監
視
艇
は
海
上
機
動
力
と
し
て
非
常
に
重
要
な
も

運
航

安
全
運
航
の

確
保
が
第
一
で
あ
る
と
認
識

一
部
の

小
型
監
視
艇

法
定
人
員
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
で

運
航

事
前
に
休
暇
予
定

が
分

場
合

応
援
者
を
得
て
運
航
す

る
な
ど
し
て
対
応

を
取

得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
や
傷
病
等
で
職
員
が

長
期
休
暇

場
合
な
ど
は
出
艇
要
請
に
対
応

で
き
な
い
場
合
が
生

監
視
艇
の
安
全
運
航
の

船
舶
職
員
の
配
置

厳
し
い
行
財
政

事
情
の

び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
に

定
め
る
乗
組
み
基
準
を
踏

監
視
艇
の
安
全
航

行
に
必
要
な
要
員
の
確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

今
後

必
要
な
要
員
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考

 

(

１) 

の
処
遇
改
善 

片
桐

 

法
令
等
に
基

職
員
個
々
の

を
総
合
的

に
判
断

機
構
及
び
定
数
の
範
囲
内
で
適
正
に

実
施

 

行
政
職(

一)

職
員
の
処
遇
改
善
を
図

引

き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

 

(

２) 

の
処
遇
改
善 

仲
野

 

技
能
職
員
の
上
位
級
へ
の
昇
格

個
別
に
人
事

院
の
厳
し
い
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

経
験
年
数
あ
る
い
は
定
数
枠
が
あ
る
か
ら
と

い
う
理
由
の
み
で
昇
格
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

当
局
と
し

人
事
院
と
の
個
別
協
議
の
場

鋭

意
努
力

技
能
職
員

の
皆

公
用
車
の

関
業
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
日
々
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
承
知

引
き
続
き

処
遇
改
善
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

 

 

(

３) 

の
処
遇
改
善 

脇
中

 

海
事
職
俸
給
表
の
級
別
定
数
の
改
善

の
３

上
の
定
数
を
拡
大

定
数
枠
一
杯
の

発
令
を
認

 

私
た
ち
税
関
労
組

10
月
27
日

中
高
年
層

組
合
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る

を
提
出
し

世
代
の
処
遇
停
滞
が
生

ポ
ス
ト
に
発
令

上
位
級
へ
の
昇
格
を
お
願

 

 

技
能
職
員

昭
和
58
年

臨
時
行
政
調
査
会

の
最
終
答
申
後
に
お
け
る
行
政
改
革
の
具
体
化
方

策

閣
議
決
定
を
受

退
職
者
は
原

則
不
補
充

部
下
数
制
限
も

上
位
級
へ
の
昇
格
が
進

将

来
に
希
望
の
持
て
る
処
遇
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い

現
状
に
あ
り
経
験
年
数
等
か
ら
見
て
も
上
位
級
に

い
る
べ
き

の
多
く
が
３
級
高
位

号
俸
に
据
え
置

和
５
年
度

上
位
級
の
増
加
が
無

た
こ
と
は
遺
憾

 
将
来
に
希
望
の
持
て
る
処
遇
と
な
る
よ
う
部
下

数
制
限
の
緩
和
や
付
加
業
務
の

評
価

税
関
の
実
態

に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
た
だ

人
事
院
に
個
別
協

議
の
際
に
も
強
く
訴
え
か
け
て

 

技
能
職
員
で
あ
る

の
処
遇
改

善

将
来
に
希
望
の
持
て
る
処
遇
と
な

る
よ
う
部
下
数
制
限
の
緩
和
や
付
加
業
務
の
評
価
に

税
関
の
実
態
に
応
じ
た
対
応

人
事
院
に
個
別
協
議
の
際
に
も
強
く
訴

 

海
事
職
職
員
に
つ
い
て
税
関
の
監
視
艇

洋
上
取
引
や
地
方
港
に
お
け
る
社
会
悪
物
品
や
金
地

金
の
密
輸
が
摘
発
さ
れ
て
い
る
中

海
上

機
動
力
と
し
て
非
常
に
重
要

監
視
艇
を
運
航
す
る
海
事
職
職
員

社
会

悪
物
品
や
金
の
密
輸
及
び
テ
ロ
関
連
物
品
に
対
す
る

脇中中央執行委員 

 

税
関
は
平
成
元
年
の
消
費
税
導
入
や

６
年
の
関
西
国
際
空
港
開
港
と
い
う
採
用
の
突
出
し

が
で
き
て
い
る
現
状

の
世
代
の
処
遇
停
滞
が
生

席
官
ポ
ス
ト
の

へ
の
昇
格
を
行
う
こ

 

渡辺書記次長 

片桐中央執行委員 

仲野副中央執行委員長 

確
保
及
び
急
な
出
艇
要
請
に
対

応

大
型
・
中
型
監
視

艇
の
船
舶
職
員

法
定
人
員
＋

の
船
舶
職

員

と
す

る
な
ど
必
要
な
要
員
の
確
保
を

減
船
な
ど
で
は
な
く
新
規
採
用

で
お
願
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福本中央執行委員 

船
舶
職
員
の
上
位
級
へ
の
昇
格

個
別
に
人
事

院
の
厳
し
い
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

経
験
年
数
あ
る
い
は
定
数
枠
が
あ
る
か
ら
と

い
う
理
由
の
み
で
昇
格
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

当
局

人
事
院

と
の
個
別
協
議
の
場

鋭
意
努
力
し
て
い

 

船
舶
職
員
の
皆

密
輸
や
テ
ロ
対
策
の
た

安
全
か
つ
安
定
し
た
監
視
艇
の

業
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
日
夜
努
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知

引
き
続
き
処

遇
改
善
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

 

(

４) 

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善

北
條

 

再
任
用
職
員

現
在
支
給
さ
れ
て
い
な

い
住
居
手
当
や
寒
冷
地
手
当
な
ど
の
手
当
が
支
給
さ

再
任
用
職
員
の
能
力
や
勤
務
実
績

が
処
遇
に
反
映
で
き
る
よ
う
再
任
用
職
員
に
か
か
る

上
位
級
枠
の
拡
大
を
関
係
機
関
に
訴

 

公
務
員
の
定
年
の
引
上

職
員
の

将
来
の
生
活
設
計
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
事
項
で
あ

引
き
続
き
前
広
な
情
報
提
供
を
行
う

 

技
能
職
で
あ
る

び
海
事
職
に

役
職
定
年
制

中
高
年

層
の
処
遇
停
滞
が
懸
念

今
後
の
技
能
職
の

処
遇
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
運
用

前

広
な
情
報
提
供
を
行

 

定
年
の
引
上

令
和
５
年
４
月
１

日
か
ら
施
行

 

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
ま
で
２
年
ご
と
に

定
年
を
１
歳
ず
つ
引
き
上

60
歳
に
達
し
た
職
員

の
給
与
水
準
は

と
す
る
こ
と
と

役
職
定
年
制
の
導
入
に
伴

役
職
定
年

者
と
中
・
高
年
層
の
級
別
定
数

枠
の
管
理
が
一
緒
に
行

現
役
職

員
の
処
遇
停
滞
が
懸
念

定
年
の
引
上

職
員
の
将
来
の
生
活
設
計
に
大
き
く
関
わ
る

重
要
事
項

関
心
の
高
い
事
項
で
あ
る
こ
と

引
き
続

前
広
な
情
報
提
供
を
お
願
い
す

 

 

蔦本中央執行委員 

再
任
用
職
員

住
居
手
当
や
寒
冷
地

手
当
な
ど
一
部
の
手
当
が
支
給

フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
職
員

一
般
職
員
と

何
ら
変

再
任
用
職

員
の
処
遇
改
善
を
図

手
当
が
支
給

さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

特

令
和
３
年
６
月
に
成
立

国
家
公

務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

生

現
在
の
再
任
用

職
員
と
定
年
引
上
げ
に
よ
る
60
歳
超
職
員
と
の
俸

給
や
諸
手
当
に
係
る
処
遇
の
格
差
の

再
任
用
職
員
の
能
力
や
勤
務
実
績
が
処
遇
に
反
映
で

再
任
用
職
員
に
か
か
る
上
位
級
枠
の
拡

大
を
関
係
機
関
に
訴

 

 

再
任
用
職
員
の
各
種
手
当

皆
さ

ん
が
強
い
関
心
を
持

承
知
を
し
て

手
当

制

度
に
関
す
る
事
項
で
あ
り
当
局
の
権
限
の
及
ば
な
い

当
局

関
係
機

関
に
対
し
必
要
な
要
望
を
行

 

再
任
用
職
員
の
級
別
定
数
に
つ
き
ま
し
て

平
成 

29 

年
度

再
任
用
短
時
間
勤
務
職

員
を
対
象

組
織
活
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
目

的

級
以
上
の
級
を
導
入
し
拡
大
を
図

 

現
下
の
行
財
政
事
情
等
か
ら
極
め
て
厳
し
い
状
況

(

５) 

公
務
員
の
定
年
引
上
げ

福
本

 

 

令
和
５
年
４
月
１
日

国
家
公
務
員
の
定
年

を
段
階
的
に
65
歳
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
規
定
し

国
家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴

令
和
６
年
度
中
に
年

齢
が
60
歳
に
達
す
る
職
員
に
対

令
和
５
年

７
月
人
事
異
動
後
に
情
報
提
供
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

本
件
に
関

職
員
の
将
来
の

生
活
設
計
に
大
き
く
関
わ
る
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と

引
き
続

前
広
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考

 

行(

二)

職
及
び
海
事
職
が
役
職
定
年
の
対

象
外
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関

制
度

に
関
す
る
事
項
で
あ
り
当
局
の
権
限
の
及
ば
な
い
と

関
係
機
関
に
対

処
遇

の
改
善
を
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

 

(

６) 

人
事
評
価
制
度

蔦
本

 

本
年
10
月
よ
り
新
し
い
人
事
評
価
制
度
が
始

人
事
評
価

職
員
の
昇
任
・
昇
格
や
昇
給
な
ど

処
遇
に
係
る
重
要

目
標
達

成
に
向
け
た

の
た
め
の
指
導
・
助
言

を
行

 

北條中央執行委員 

再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た

引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

 

水
際
阻
止
の
た
め
監
視
取
締
り
を
行
う
上
で
重
要
な

職
責
を
果

 
監
視
艇

取
締
を
実
施
す
る
と
い
う

の
大
き
さ
に
比
べ
て
高
出
力
の
エ
ン
ジ

ン
を
搭
載

者

船
舶
職

員
及
び

に
規
定

士

と
し
て
業
務
遂
行

監
視
艇
の
安

全
運
航
に
関
す
る
職
責
は
重

 

技
能
職
の
処
遇
改
善
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
ご
理
解

の
３

の
４
級

以
上
の
定
数
を
拡
大
す
る
と
と

定
数
枠
一
杯
の
発
令
を

認
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④
地
域
手
当 

犬

及
び
東
京
税
関
立
川
出
張
所
横
田
旅

具
検
査
場
の
職
員

地
域
手
当
の
支
給
地
域
に
所

在
す
る
他
の
官
署
の
職
員
と

で
主
に
勤
務
し
て
い
る
に
も
関

地
域
手
当

の
支
給
対
象

支
給
対

象
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
た
だ

 

②
寒
冷
地
手
当 

の
積
雪
量
は
増
加

冬

季
に
お
け
る

の

が
増
加
し
て
い
る
と
の
声
が
あ
る
こ

日
本
海
側
の
官
署
及
び
高
地
に
あ
る
地
方

空
港
で
働
く
職
員
に
必
要
な
寒
冷
地
手
当
を
支
給
す

る
よ
う
関
係
機
関
に
働

特
に

四
級
地
に
つ
い
て
は
支
給
地
の
拡
大
を
お
願
い
し
た

 

具
体
的
な
官
署

函
館
税
関
の
大

の

横
浜
税
関
の

麻
犬

と

の
伏
木
税
関

③
通
勤
手
当 

鉄
道
等
の
整
備
に
よ
る
通
勤
圏
の
拡
大
や
職
員
の

に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

に
よ
る
育
児
や
親
の
介
護
の
必
要
性

単

身
赴
任
や
転
居
す
る
こ
と
な
く
遠
距
離
通
勤

又

人
事
評
価

職
員
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に

当
た
り
発
揮
し
た
能
力
及
び
挙
げ
た
業
績
を
把
握
し

た
上
で
行
わ
れ
る
勤
務
成
績
の
評
価

今
回

の
改
正

目
標
設
定
の
中
に
通
常
の
目
標
よ
り

困
難
度
が
高
い

目
標
を
原
則
１
つ
以
上

設
定

能
力
評
価
や
業
績
評
価
な
ど
を

き
め
細
か
く
的
確
に
把
握

従
前
は
５

段
階
で
評
価
し
て
い
た
も
の
が
６
段
階
で
の
評
価
に

変
更

 

人
事
評
価

昇
任
・
昇
格
や
昇
給
に
係
る
大
事
な

期
首
面
談
及
び
期
末
面
談

等
の
際
に
評
価
者
か
ら
被
評
価
者
へ
改
正
さ
れ
た
部

分
を
含
む
人
事
評
価
制
度

ポ
イ
ン
ト
を

踏
ま
え
た
説
明

共

目
標
達

成
に
向
け
た

の
た
め
の
指
導
・
助
言

を
お
願

 

 

人
事
評
価

そ
の
他
の
人
事

管
理
の
基
礎

評
価
者
と
被
評
価

者
と
の
間
の

を
通

組

織
内
の
意
識
の
共
有
や
業
務
改
善
等
に
寄
与
す
る
も

の
と
考

 

昨
年
10
月

通
常
の
目
標
と
比
べ
て
困
難
度

が
高
い

い
わ
ゆ
る

目
標
を
原
則

１
つ
以
上
設
定
す
る
こ
と
を
踏

と
被
評
価
者
と
の
間
で
積
極
的
に
コ

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考

 

引
き
続

期
首
面
談
に
お
け
る
業
績
評
価
の
目

標
の
す
り
合
わ
せ
や
認
識
の

に
お
け
る

積
極
的
な

期
末
面
談
に
お

け
る
き
め
細
や
か
な

職

員
の

評
価
者
に
よ
る

適
切
な
指
導
・
助
言
を
行

考
え

 

(

７) 

各
種
手
当
の
充
実

小
坪

 

組
合
員
の
負
担
軽
減
及
び
処
遇
改
善
を
図
る
た

び
赴
任
旅
費
が
支
給

ま
た
は
改
善
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る

 
①
超
過
勤
務
手
当 

地
方
官
署

便
や
ク
ル

で
の
取
締
り
等
に
対

近
隣
官

署
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣

応
援
派
遣
に

官
用
車
・
移
動
式
官
署
車
に
よ
る
移

動
が
不
可
欠

移
動
時
間
の
取
扱
い

公
務
の
要
請
に
よ
り
実
質
的
に
拘
束

さ
れ
て
い
る
に
も
関

当
該
移
動

業
務

が
認
め
ら
れ
る
運
転
手
に
限
り
超
過
勤
務
手
当

の
支
給
対
象

 

を
運
行
す
る
場
合
は
２
名
以
上
で

運
行

運
転
手
以
外
の
者

は
運
転
手
が
安
全
運
転
に
努
め
る
た
め
呼
称
運
転

な
ど
の
安
全
確
認
を
行

安
全
確
認
で

は
超
過
勤
務
手
当
は
支
給
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

応
援
派
遣
時

必
要
な

び
検
査
機
器
等
を
在
勤
官
署

か
ら
持
ち
出

管
理
す
る
こ
と
は
当
然

移
動
中
に
は
応
援
派
遣
先
で
の
検
査
体

制
や
情
報
に
つ
い
て
共
有
す
る
な
ど
の
打
ち
合
わ

せ
を
行

在
勤
官
署
で

の
業
務
は
無

応
援
派
遣
先
へ
の
移
動
か
ら
始
ま 小坪中央執行委員 

る
場
合
に
実
施
し
て
い
る
車
内

で

超
過
勤
務
手
当
は
支
給

 

週
休
日
の
振
替

超
過
勤

務
手
当
と
同
様

当
該
移
動

が
認

め
ら
れ
る
運
転
者
に
限
り
対
象

 

官
用
車
で
応
援
派
遣
の
た
め
移
動
す
る
職
員

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
出
張
時

単
な
る
移

と
は
明
確
に
異

超
過

勤
務
手
当
の
対
象

当
該
移

動

が
認
め
ら
れ
る
職
員
に
限
り
超
過

勤
務
手
当
の
支
給
対
象
等

 

在
勤
官
署
へ
出
勤
し
た

官
服
や
検
査
着
を
着
用

章
や
公
印
等
を
所
持

運
転
者
以
外
の
職
員

運
転
手
が
安
全
運
転
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

呼
称
運
転
な
ど
の
安
全
確
認

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

た
出
張
時

単
な
る
移
動
時

と
は
明
確
に
異
な
る
も
の
と

考
え
る
こ
と
か
ら
超
過
勤
務
手

当
等
の
対
象
と
し
て
い
た
だ
き

 

税
関
の

税
関
支
署

寒
冷

地
手
当
を
支
給
す
る
よ
う
関

係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
た

 

は
せ
ざ
る
を
得
な
い
職
員
が

通
勤
手
当
の
上
限
を

超
え
た
場
合
に
は
自
己
負
担

通
勤

手
当
が
全
額
支
給
さ
れ
る
よ

う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

い
た
だ
き
た
い

 



The Japan Customs Personnel Labour Union      965 号  P7 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

議
題
３ 

業
務
処
理
体
制
に
係
る
諸
問
題 

が
国

２
０
２
５
年
の
大

阪
・
関
西
万
博
や

２
０

２
６
年
の
名
古
屋
ア
ジ
ア

２
０
２
７
年

に
は
横
浜
で
の
国
際
園
芸
博
覧
会
な
ど
の
大
規
模
な

国
際
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

テ
ロ
対

策
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
我
々
も
十

在 

職
員
と
仙
台
塩
釜
税
関
支

の
職
員
に
つ
い

官
署
の
所
在
地
が
異
な
る
こ
と
か
ら
地
域
手

当
に
差
異
が
生

 

10

び
仙

台
市
は
隣
接
す
る
位
置
関
係

主
な
勤
務
場

所
が

主
と
し
て
輸
出

入
貨
物
を
取
扱
う
業
務

塩
釜
市
は

支
給
対
象
外

仙
台
塩
釜
税
関
支

署
塩
釜
事
務
所
の
職
員
に
つ
い
て
も
地
域
手
当
の
支

給
対
象
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
た

 

麻
犬

の
職
員
と

の
職
員

官
署
の
所
在
地
が

異
な
る
こ
と
か
ら
地
域
手
当
に
差
異
が
生
じ
て
い

 仙
台
空
港
は
名
取
市
と
岩
沼
市
に
跨

所
在
し

麻
犬

の
職
員
の
主
な
勤
務
場
所

が
仙
台
空
港
税
関
支
署
の
職
員
と
同
じ
仙
台
空
港
内

麻
犬

の
所
在
地
か
ら
仙
台
空
港

税
関
支
署
ま
で
の
所
要
時
間
は
車
で
約
８
分
の
距
離

関
係

岩
沼
市
は
支
給
対
象
外
で
あ

麻
犬

の
職
員
に
つ
い
て
も

地
域
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
に
働

き
か
け
て
い
た
だ
き
た
い

 

職
員

主
な
勤
務
場

所
が

 

15

関

事
務
所
が
国
道
16
号
線
を
挟
ん
だ
瑞
穂
町

に
所
在

地
域
手
当
の
支
給
対
象

瑞
穂
町
職
員

10
％
の
地

域
手
当
が
支
給

同
手
当
の
支
給
趣
旨

地
域
の
民
間
賃
金
水
準
を
よ
り
的
確
に
給
与
に

反
映

同
一

不
均

衡
が
生
じ
て
い
る
と
思

東
京
税

関
立
川
出
張
所
横
田
旅
具
検
査
場
の
職
員
に
つ
い
て

⑤
犯
則
取
締
等
手
当 

金
密
輸
入
事
犯

密
輸
の
背
後
に
は

暴
力
団
等
が
絡
ん
で
い
る
こ
と
が
多

危
険
が
伴

犯
則
取
締
等

手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
よ

う
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て

 

⑥
赴
任
旅
費 

移
転
料
の
実
費
支
給
化
に
係
る
見
直
し
が
行
わ
れ

当
該
見
直
し
に
係
る
事
務
手
続

転
居
す
る
職
員

見
積
も
り
へ
の
対
応
に

時
間
を
と
ら
れ
負
担

声
も
聞
こ
え

取
り
ま
と
め
る
総
務
・
管
理
な
ど

の
業
務
負
担
が
増
加

移
転
料

が
定
額
を
下
回
る
場
合

社
に
よ
る
見
積
も
り

合
わ
せ
を
不
要

請
求
手
続
き
の
簡
素

化
を
図

事
務
手
続
き
の
効
率
化
を
お
願

 

生
活
必
需
品
と
言
え
る
乗
用
車
や
バ
イ
ク

超
過
勤
務
手
当
な
ど
の
各
種
手
当

税
関
職
員

の
給
与
に
関
わ
る
事
項

皆
さ
ん
が

強
い
関
心
を
持

承
知
し
て
お
り

手
当

制
度
に

関
す
る
事
項
で
あ
り
当
局
の
権
限
の
及
ば
な
い
と

当
局

関
係
機
関

に
対
し
必
要
な
要
望
を
行

  

(

１) 

テ
ロ
対
策
へ
の
取
組
み
強
化
に
向
け

た
対
応
・
安
全
管
理
の
充
実

永
山

 

テ
ロ
対
策
へ
の
取
組
み
強
化
に
向
け
た
対
応
に
つ

必
要
な
人
員
の

の
配
備
な

ど
業
務
処
置
体
制
の
整
備
を
図

職
員

の
安
全
管
理
を
徹
底

引
き
続

爆
発
物

等
に
関
す
る
知
識
や
危
険
物
発
見
時
の
対
応
等
に
か

か
る
研
修
等
を
充
実

 

永山副中央執行委員長 

を
運
搬
す
る
際
の
追
加
費
用

一
部
の
例
外

を
除

支
給
対
象
外
経
費

支
給
対
象
と
な
る
よ
う
見
直

し
を
お
願

 

も
地
域
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
よ
う
関
係
機
関
に

働

 

(

８) 

旅
費
支
給
基
準
で
定
め
ら
れ
て
い
る
宿

泊
費
の
格
差
是
正

渡
辺

 

旅
費
支
給
基
準
で
定
め
ら
れ
て
い
る
日
当
・
宿
泊

費
の
支
給
額

級
以
下
の
職
員
の
宿
泊

費
定
額
引
上
げ
を
行

級
以
上
の
職
員
と
の
格

差
を
是
正

 

日
当
・
宿
泊
費
の
支
給
額

現
在
は
出
張

先
の
状
況
に
よ
り
宿
泊
費
に
大
き
な
差

定

額
を
超
過
し
た
場
合
で
も
要
件
を
満
た
せ
ば
実
費
支

給

給
与
報
酬
や
福
利

厚
生
と
は
違

業
務
を
行
う
た
め
の
出
張
に
お
い

宿
泊
費
で
２
級
以
下
の
職
員
と
３
級
以
上
の
職

員
で
格
差
が
あ
る
こ
と
は
不
公
平

同
じ
業

務
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
宿
泊
代
に
つ
い
て
は
２
級
以

下
の
職
員
の
宿
泊
費
定
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

格
差
を
是
正
す
る
よ
う
関
係
機
関
へ
働
き
か
け

を
お
願

  

旅
費
支
給
基
準
で
定
め
ら
れ
て
い
る
日
当
・
宿
泊

費
の
支
給
額
の
定
額
引
上

国
家
公
務
員
の
旅
費
制
度
に
関
す
る
事
項

当
局
の
権
限
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す

他
方
で
現
在
主
計
局

国
家
公
務
員

等
の
旅
費
制
度
の
見
直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と

承
知

皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
の

主
旨

主
計
局
の
担
当
へ
伝
え
た
と
こ

 

本
年
10
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
財
政
制

現
下
の
行
財
政
事
情
等
か
ら
極
め
て
厳
し
い
状

況

税
関
職
員
の
職
務
の
困
難
性

や
職
責
の
高
ま
り
な
ど
を
踏

引
き
続

き
関
係
機
関
に
対

処
遇
の
改
善
を
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と
考

 

度
分
科
会
の
公
表
資
料

宿
泊
料

の
３
区
分
に
す

支
給
額
等
の
具
体
的

な
見
直
し
の
議
論
は
承
知

旅
費
制
度

職
員
の
関
心
が
高
い
事
項

今
後
も
可
能
な
限
り
情
報
提
供

等
を
行

考
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税
関
業
務
を
取
り
巻
く
環
境

指

摘
の
越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
伴
う
輸
入
貨
物
の

急
増

多
く
の
課
題
に
直
面

し
た
課
題
に
対
応

効
果
的
に
業
務
運
営
を
進

人
員
の

適
正
配
置
を
行

更
な
る
人
員
確
保
等
必
要

(

２) 

旅
具
検
査
体
制

北
條

 

旅
具
検
査
官
が
賦
課
決
定
通
知
書
を
作
成
し
て

交
付
し
た

の
原
本
は
収
納
課
に
て
管

理
・
保
管

必
要
な

と
し

て
の
書
類
作
成
及
び
文
書
管
理
が
発
生

を
本
関
に
引
き
継
ぐ
な
ど
の
手
続
き
を

行

本
関
収
納
課
へ
の
引
継
ぎ
書
類
の

引
継
ぎ
を
受
け
る
本
関
収
納
課
で
は
引
き
受
け
の
書

類
作
成
な
ど
の
業
務
が
発
生

手

続
き
を
行
う
時

今
ま
で
に
発
生
し
て
い
な
い
業

務

現
場
と
本
関
収
納
課
と
の
相

談
及
び
調
整
を
行
う
な
ど
時
間
も
掛

滞
納
者
か
ら
の
相
談
を
受

の
対
応
に
も
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な

収

納
担
当
者
の
業
務
も
増
加

 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

職
員
に
過
度
な
負

担
を
強
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
正
な
人
員
配
置
及

び
職
場
環
境
の
整
備
を
お
願

 

 

旅
具
検
査
体
制

水
際
措
置
の

終
了
に
伴
う
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
に
加
え

今
ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
な
外
為
法

に
基
づ
く
輸
出
規
制
物
品
へ
の
対
応
や
輸
出
物
品
販

売
場
制
度
を
巡
る
対
応
な
ど
出
国
旅
客
へ
の
対
応
の

必
要
性
の
高

急
激
な
環
境
変
化
に
適
切

に
対
応

不
断
の
改
善
を
図

必
要
が
あ

る
と
考

の

変
更
や
改
善
が
必
要
と
な
る
場
合

現
場
の
意

見
を
取
り
入

関
係
職
員
の
大
幅
な
負
担
増

加
や
急
激
な
勤
務
環
境
の
変
化
が
な
い
よ
う
配
慮
す

前
広
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考

 

変
化
に
必
要
な
体
制
整
備
と

令
和
５
年
度
定
員

出
国
者
の
携
帯

品
等
に
対
す
る
取
締
体
制
整
備
を
含

104
人
の
純

増
を
確
保

 

今
後

職
員
の
適
正
配
置
に
努

旅
具
検
査
体
制
の
改
善

先
に
運
用

さ
れ
た
現
場
の
意
見
を
反
映

関
係
職
員
の

大
幅
な
負
担
増
加
や
急
激
な
勤
務
環
境
の
変
更
が
生

じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮

前
広
な
情
報

提
供
を
行

 

電
子
申
告

を
利
用
す
る
入
国
旅
客
へ

の
対
応
に
加

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
係

る
輸
出
禁
止
措
置
対
応

令
和
３
年
10
月
か
ら
輸

出
物
品
販
売
場
制
度
に
お
け
る
免
税
販
売
手
続
が
完

全
に
電
子
化

出
国
者
に
対
す
る
検

査
を
強
化

職
員
へ
の
過
度
な
負

担
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
人
員
配
置
及
び
職
場

環
境
の
整
備
等
適
切
に
対
応

 

(

３) 

急
増
す
る
輸
入
貨
物
へ
の
対
応

原

川

 

越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
伴

輸
入
貨
物
が

急
増

業
務
量
に
応
じ
た
適
正

な
人
員
配
置
な
ど
の
対
応
を
行

 

越
境
電
子
商
取
引
の
拡
大
に
伴

輸
入
貨
物

が
急
増

通
販
サ
イ

ト
上
か
ら
手
軽
に
注
文
で
き
る
利
点

現
在

も
減
少

輸
入
申
告
件
数
は
増
加

当
局

細
か
な
実
態
把
握

業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な
人

員
配
置
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
お
願

 

Ｑ
Ｒ

に

主
要
空
港
で
あ
る
成

へ
配
備
を

行

通
常
の
有
人

で

も

を
利
用
し
た
旅
具
通
関
が
出
来

る

が
増

 

業
務
処
理
体
制
の
変
更
や
各
施
策
の
実
施
に
あ
た

最
初
に
運
用
さ
れ
た
現
場
の
意
見
を
反
映

関
係
職
員
の
大
幅
な
負
担
増
加
や
急
激

な
勤
務
環
境
の
変
更
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す

前
広
な
情
報
提
供
を
お
願

 

通
常
の
入
国
者
に
対
す
る
旅
具
通
関
検
査

出
国
者
に
対
す
る
外
国
為
替
及
び
外
国
貿

易
法
に
係
る

者
の
出
国
時
に
お
け
る
現
物
確
認
に
も
人
員
を
配
置

主
要
空
港
の
中

出
国
対
応
に
10

人
程
度
の
人
員
を
取
ら
れ
て
い
る
空
港

必

要
な
人
員
が
確
保

 

免
税
物
品
の
現
物
確
認
の

が
購
入
し
た
免
税
物
品
を
輸
出

消
費
税

を
納
付
し
な
い
こ
と
に
よ
り
滞
納

場
合
に

実
務
研
修
を
含
め
た
業
務
に
必
要
な
研
修
を
実
施
す

職
員

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い

引
き
続
き
適
正
な
人
員
配
置
及
び
職
場
環
境

の
整
備
等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

 

原川副中央執行委員長 

分
に
理
解

 業
務
量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

必
要
な
人
員
の

の
配

備
な
ど
職
場
環
境
整
備
を
図

 

 

 

テ
ロ
対
策

Ｇ
７
関
係

閣
僚
会
合
等
の
開
催
に
伴

水
際
取
締
り
を
強
化

必
要

な
人
員
の

の
適
正
配
備
と

税
関
の
体
制
の
整
備

国

内
外
関
係
機
関
・
業
界
団
体
と
の

情
報
の
活
用

取
組
み
の
強
化
を
進
め
て
き
た

 

安
全
管
理

税
関
業
務
の
円
滑
な
遂

行

基
本
的
条
件
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

取
締
・
検
査
等
の
業
務
に
従
事

す
る
職
員

不
審
物
発
見
時
や
不
測
の
事
態
発
生

時
に
安
全
か
つ
適
切
に
対
応

テ
ロ
対

策
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施

 

関
係
機
関
と
の
連
絡
体
制
の

同
で
の
テ
ロ
対
策
訓
練
の
実
施

不
審
物
を

発
見
し
た
際
の

の

に
お
け
る
不
審
物
発
見
時
に
係
る
対
応
の
共
有
等
に

安
全
管
理
の
徹
底
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

２
０
２
５
年
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
な

今
後
も
大
規
模
な
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

引
き
続
き
テ
ロ
対
策
を
推
進
す
る
と

共

職
員
の
安
全
管
理
に
対
す
る
取
組
み
の
適
切

な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

 

職
員
の
安
全
管
理
を

図

引
き
続

爆
発
物

等
に
関
す
る
知
識
や
危
険
物
発

見
時
の
対
応
等
に
か
か
る
よ
り

確
実
な
研
修
等
の
充
実
を
お
願
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税
関
行
政
本
年
10
月
１
日
よ
り
税
関
事
務
管
理

人
制
度
が
見
直

税
関
長
が
非
居
住
者
等

に
税
関
事
務
管
理
人
の
選
定
・
届
出
等
を
要
請

非
居
住
者
が
期
限
ま
で
に
要
請
に
応
じ
な
い
場
合

税
関
長
が
非
居
住
者
の
一
定
の
国
内
関
連
者
を

税
関
事
務
管
理
人
と
し
て
指
定
で
き
る
規
定
が
整
備

届
出
を
行
う
非
居
住
者
に
対

税
関
事
務
管
理
人
と
の
委
任
関
係
を
証
す
る
書
類
の

提
出
を
求
め
る
な
ど
の
業
務
が
新
た
に
発
生
す
る
こ

と
が
考

業
務
部
通
関
総
括
部
門
及

び
通
関
総
括
担
当
部
門
等
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る

こ
と
が
な
い
よ
う
人
員
配
置
等
適
切
に
対
応
し
て
い

の
中
長
期

税

関
構
想
２
０
２
０

Ａ
Ｉ
等
先
端
技
術
の
導

入
な
ど
の
記
述

導
入

関
係

職
員
の

の
変
更
な
ど
が
発
生

す
る
と
思

生
じ
な
い

よ
う
十
分
配
慮

様
な
機

械
化
を
図

は
必
要
と
考
え

適
正
な
人
員
配
置
を
お
願

 

新
た
な
機
器
な
ど
の
配
備

引
き
続
き
前
広
な
情
報
提
供
を
お
願

 

 

時
間
に
制
約
が
あ
る
職
員
を
含
め
た
全
て
の
職
員

心
身
共
に
健
康

個
々
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
し
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

 

(

６) 

女
性
職
員
の
登
用
及
び

フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

蔦
本

 

財
務
省
女
性
職
員
活
躍
と
ワ

推
進
の
た
め
の

の
推
進

身
上
面
に
配

慮
し
た
登
用
及
び
配
置
に
努

 

各
種
休
暇
制
度
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環

境
の
整
備
と
周
囲
の
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る

よ
う
人
員
の
手
当
を
行
う
な
ど
適
切
に
対
応
す
る
こ

引
き
続
き

財
務
省
女

性
職
員
活
躍
と

バ
ラ
ン
ス
推
進
の
た
め
の
取
組

を
推
進
す
る

育
児
等
の
関
係
か
ら

時
間
に
制
約
の
あ
る
職
員
な
ど

女
性
職
員
が
配
置
さ
れ
て

部
門
へ
の
配
置
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

充
分
な
勤
務
環
境
の
整
備
及
び
身
上
把
握
の

徹
底
を
お
願

 

昨
年
10
月

育
児
休
業
・
育
児
参
加

の
た
め
の
休
暇
を
よ
り
柔
軟
に
取
得
で
き
る
よ
う
に

改
正
ポ
イ
ン
ト

育
児
休
業
の

取
得
回
数
及
び
産
後
パ
パ
育
休
の
取
得
回
数
が
１
回

か
ら
２
回

育
児
参
加
の
た
め
の
特
別

休
暇
取
得
期
間
が
拡
大

育
児
参

加
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
お
願

 

在
宅
型

希
望
す
る
職

員
が

等
を
利
用
し
や
す
く
負
担
と
な
ら

な
い
職
場
環
境
を
整
え
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も

新
た
な
取
組
み
が
あ
れ
ば
前
広
な
情
報
提
供
を

お
願

 

が
広

単
身
者

や
独
身
者
は
孤
立
感
や
疎
外
感
を
感
じ
る
可
能
性
も

管
理
者
か
ら
在
宅
型

を
し
て
い
る
職
員
に
対
し
て
密
に

管
理
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
お

願

 

定
期
便
や

船
へ
の
対

応
等
の
た
め
地
方
官
署
で
勤
務
す
る
職
員
の
負
担
軽

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
正
な
人
員
配
置
等
を
行
う
こ

 地
方
官
署

定

期
便
の

便

の
入
港
が
徐
々
に
再
開
し
て

船
に
つ

い
て
は
各
地
方
港
へ
の
入
港

及
び
寄
港
予
定
が
入

 

こ
れ
ら
の
定
期
便
や船

の
対
応

地
方

港
で
の
取
締
り
等
の
行
政
需
要
が
再
び
増
加

併

任
先
で
勤
務
し
て
い
た
職
員
を
戻

以
前
の

よ
う
に
近
隣
官
署
か
ら
応
援
職
員
を
派
遣
し
て
対
応

 

こ
の
よ
う
な
状
況

地
方
官
署
で
勤
務

す
る
職
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
正
な
人

員
配
置
等
を
お
願

 

 

(

４) 

地
方
官
署
等
の
人
員
配
置
等

福
本

 

 

税
関
業
務
を
取
り
巻
く
環
境

水
際

措
置
の
終
了
に
伴
う
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加

多
く
の
課
題
に
直
面

た
課
題
に
対
応

効
果
的
に
業
務
運
営
を
進

人
員
の

適
正
配
置
を
行

更
な
る
人
員
確
保
等
必
要

な
体
制
整
備
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

 

(

５) 

税
関
事
務
管
理
人
制
度
の
見
直
し
へ

の
対
応

片
桐

 

税
関
事
務
管
理
人
制
度
が
見
直

業
務
部
通
関
総
括
部
門
及
び
通
関
総
括
担
当

部
門
等
に
過
度
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う

人
員
配
置
等
適
切
に
対
応

 

令
和
５
年
度
関
税
改
正
に
お
け
る
税
関
事
務
管
理

人
制
度
の
見
直

非
居
住
者
が
輸
入

申
告
等
を
行
う
際
に
定
め
る
べ
き
税
関
事
務
管
理
人

を
定
め
ず
に
不
正
行
為
を
行
う
事
案
へ
の
対
応
と
し

税
関
長

非
居
住
者
に
税
関
事
務
管
理
人
を
定

め
る
よ
う
求

国
内
関
連
者
を
税
関
事
務

管
理
人
と
し
て
指
定
で
き
る
旨
の
規
定
の
整
備
等
を

行

本
年
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

 

運
用
面

同
じ
内
容
の
税
関
事
務
管
理
人
の

届
出
を
複
数
の
税
関
に
行
う

の
宛
先

に
複
数
の
税
関
長
名
を
列
記

税

関
に
提
出
可
能

税
関
事
務
管
理
人
の

一
覧
表
を
税
関

上
で
共
有
す
る
こ

届
出
書
の
税
関
間
の
転
送
は
不
要
と
す
る

届
出
者
・
税
関
双
方
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
図

 

税
関
事
務
管
理
人
の
届
出
数
等
は
税
関
官

署
ご
と
に
差
が
あ
る
と
考

関
税

局

税
関
官
署
ご
と
の
業
務
量
を
適
切
に

把
握
し
た
上

税
関
業
務
の
処
理
に
支
障
を
き
た

適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考

 

な
体
制
整
備
に
努

 

今
後

官
署
ご
と
の
業
務
量
の
変
化
等
の
実

状
を
勘
案

適
正
な
人
員
配
置
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考

 

今
後

地
方
官
署
を
含

官
署
ご
と
の
業

務
量
の
変
化
等
の
実
状
を
勘
案

職
員
に

過
度
な
負
担

適
正
な
人

員
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

 

職
員
が
利
用
し
や
す
く
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め

前
広
な
情
報
提
供
を
行
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女
性
の
採
用
・
登
用
拡
大
に
つ
き
ま
し
て

税
関

財
務
省
女
性
職
員
活
躍
と
ワ

推
進
の
た
め
の

に
基

定
め
た
目
標
の
達

成
に
向

人
事
評
価
制
度
の
適
切
な
運
用
を
前
提

女
性
職
員
の
計
画
的
育
成
な
ど
の
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

配

転

公
務
の
要
請
に
基

適

材
適
所
で
実
施

全
て
の
職
員
の
希
望
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま

従
来
か
ら
身
上
把
握
の
徹
底
を
図

る
と
と
も
に
職
員
の

育
児

や
介
護
の
事
情
な
ど
の
把
握
に
も
努
め
な

本

人
の
希
望

限
り
尊
重
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
と
承
知

 

次

育
児
休
業
等
各
種
休
暇
を
取
得
し
や
す
い

職
場

各
種

会
議
や
研
修
等

幹
部
・
管
理
者
を
含
め

た
職
員
の
意
識
付
け
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

男
性
職
員
の
育
児
休
業
及
び
産
休
の

取
得
率
も
高
い
水
準

引
き
続

き
育
児
休
業
等
各
種
休
暇
制
度
を
利
用
し
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

 

加

職
員
が
育
児
等
に
係
る
各
種
休
暇
等
制

度
を
利
用
し
た
際

周
囲
の
職
員
に
過
度
な
負

担
が
生

引
き
続

任
期
付
職
員
の

採
用
や

定
員
の
活
用
等
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

 

税
関
に
お
け
る

の
環
境
整

備

昨
年
度
初
め
に
シ
ン
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
専
用
端
末
の
追
加
配
備
及
び
シ
ン
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
同
時
接
続
数
の
拡
大
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

各
関
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
ま
し

や

の
調
達
を
各

関
に
て
実
施

 

昨
年
６
月

出
勤
し
て
い
る
職
員
と

(

７) 

経
済
安
全
保
障

仲
野

 

経
済
安
全
保
障

税
関
の
実
現

に
向
け
た

２
０
２
２

政
府

全
体
の
方
針
を
踏

関
税
局
・
税
関
と
し
て
も
情

報
収
集
の

の
お
そ
れ
の
あ
る
製

品
や
技
術
等
の
流
出
に
つ
な
が
る

を
念
頭

に
取
組
を
進

職
員
へ
の
過
度
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
人
員
配
置
及
び
職

場
環
境
の
整
備
等
適
切
に
対
応

 

の
脅
威
へ
の
対
処
が
政

府
全
体
と
し
て
重
要
な
政
策
課
題

安
全
保
障
の
確
保
に
関
す
る
経
済
施
策

法

制
上
の
手
当
が
必
要
な
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
た

経
済
安
全
保
障
推
進
法
が
制
定

税
関
と

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法

に
基
づ
く
輸
出
規
制
に
該
当
す
る
貨
物
に
つ
い
て

経
済
産
業
大
臣
の
輸
出
許
可
等
を
受
け
て
い
る

旨
の
確
認

不
正
輸
出
を
防
止
す
る
対

応
を
行

経
済
安
全
保
障
推
進
法
を
踏

ま
え
た
経
済
安
全
保
障
に
係
る
税
関
の
取
組
み
に
つ

税
関
の
実
現
に
向
け
た

ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２
で
取
組
み
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

を
最
大
限
発
揮
で
き
活
躍
し

障
害
を
持
つ
職
員
及

び
そ
の
周
り
の
職
員
が
働
き

や
す
い
職
場
と
な
る
よ
う
環

境
等
を
整
備
す
る
と
と
も
に

す
る
周
り
の
職
員

に
対

研
修
を
行
う
な
ど
の

配
慮
を
お
願

 

 

関
税
局
・
税
関
と
し
て
も
情
報
収
集
の

事
転
用
の
お
そ
れ
の
あ
る
製
品
や
技
術
等
の
流
出
に

つ
な
が
る

を
念
頭
に
取
組
み
を
進
め
る

東
京
税
関
内
に
経
済
安
全
保
障
情
報
分
析

が
設
置

各
税
関
の

び
旅
具
通
関
部
門

と
の
連
携
を
図

情
報
の

び
蓄
積
を

し
て
い
く
と
い
う
方
針
が
示

 

新
た
な
取
組

適
正
な
人
員

配
置
や
職
場
環
境
の
整
備

職
員
へ
の
過
度
な

負
担
を
強
い
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
を
お
願
い
す

 

 

関
税
局
・
税
関

で
規
制
さ
れ
て
い
る
軍
事
転
用
の
お
そ
れ
の
あ
る

製
品
や
技
術
等
の
流
出
に
つ
な
が
る
不
正
輸
出
を

防
止
す
る
観
点

経
済
産
業
省
や
警
察
等
の
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
通
じ
た
情
報
収
集
・
分
析

能
力
の

な
審
査
や
調
査
等
に
よ
る
適
正

な
輸
出
通
関
の

経
済
安
全
保
障
情
報

分
析

室
の
新
設
及
び
通
関
部
門
や
輸
出

事
後
調
査
部
門
等
の
経
済
安
全
保
障
の
確
保
に
資

す
る
部
門
の

経
済
安
全
保
障

の
観
点
か
ら
疑
義
の
あ
る
取
引

通
関
業

者
等
の
民
間
事
業
者
へ
の

た
取
組
み
を
進

今
後

関
係
機
関
や
民
間
事
業
者
等
と
連
携
し

取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

 

経
済
安
全
保
障
に
係
る

の

を
開
設

職
員
向
け
の
情
報
の
拡
充
を

図

当
該

を
通
じ
た
情
報
提
供

を
順
次
実
施

 

こ
れ
ま
で
も
税
関
長
会
議
や
各
部
長
会
議
等
の

場
や
日
頃
の
税
関
と
の
や
り
取
り
等
を
通

う
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
し
て
い
る

(

８) 

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
職
場
環
境
の
整

備
等

小
坪

 

障
害
者
雇
用

障
害
を
持
つ
職
員

及
び
そ
の
周
り
の
職
員
が
働
き
や
す
い
職
場
と
な
る

よ
う
職
場
環
境
の
整
備
等
を
適
切
に
対
応
す
る
こ

 質
の
良
い
仕
事

職
場
環
境
の

充
実
は
不
可
欠

障
害
を
持
つ
職
員
が
能
力

引
き
続
き
前
広
な
情
報
提

供
に
努

職
員
周
知
や
研
修
等
に
つ

い
て
も
丁
寧
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

 

加

人
員
配
置

業
務
量
の
変

化
等
の
実
状
を
勘
案

職
員

過

度
な
業
務
負
担

適
正
な
人
員
配

置
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

 小坪中央執行委員 

ク
実
施
職
員
と
の
間
の

ル
と
し
て
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

に
限

良
い
組
織

づ
く
り
に
は
常
日
頃
か
ら

を

図
る
こ
と
が
重
要

各
管
理
者
研
修
に
お
き

に

ン
ス
キ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

 引
き
続
き

の
円
滑
な
実
施
に
向
け
た

環
境
整
備
及
び
管
理
者
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の

向
上
に
努

新
た
な
取
組
み
が
あ
れ

ば
前
広
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
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障
害
を
持
つ
職
員
が
定
着
し
活
躍
で
き
る
職
場
を

人
事
担
当
者
及
び
配
置
先
部
署
の
緊

密
な
連
携

障
害
を
持
つ
職
員
と
の

を
通

障
害
の
種
類
や

害
特
性
や
必
要
な
支
援
等
を
把
握

必
要
に
応
じ

て
就
労
支
援
機
関
等
に
も
相
談

必
要
な
設

備
の
設
置
等
を
含

職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考

 

障
害
を
持
つ
職
員
の
働
き
や
す
い
職
場
環

境

職
場
の
同
僚
・
上
司
の
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま

障
害
を
持
つ
職
員
を
温
か
く
見
守

支
援
す

る
応
援
者

障
害
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
の

が
実

施
す
る
精
神
・
発
達
障
害
者
に
対
す
る
知
識
と
理
解

を
深
め
る
講
座
の
受
講

障
害
に
対
す
る

基
本
知
識
と
配
慮
事
項
を
周
知
す
る
等
の
取
組
み
を

進

 

(

９) 

監
視
艇
の
運
航
に
関
す
る
安
全
確
保
等

脇
中

 

監
視
艇

洋
上
取
引
や
地
方
港
に
お

け
る
社
会
悪
物
品
等
に
対
す
る
取
締
な
ど
海
上
機
動

力
と
し
て
非
常
に
重
要

安
全
運

航
に
資
す
る
た
め
の
経
費
を
確
保

監
視
艇
の
整

備
等
で
き
る
職
場
環
境
の

に
係
留
す
る

係
留
場
所
確
保
及
び
整
備
等
を
お
願

 

旧
監
視
艇
を
譲
渡
す
る

に
時
間
を

要
す
る
場
合

職
員
が
安
心
し
て
旧
監
視
艇
を

運
航

上
架
等
必
要
な
処
置
を
行

海
事
職
職
員
へ
の
過
度
な
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
お
願

 

議
題
４ 

職
員
の
健
康
・
安
全
管
理 

先

現
職
で
お
亡

職
員
に

対

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

家
族
に
対
し
て
お
悔
や
み
申
し
上
げ

 
 

職
員
の
健
康
管
理

業
務
運
営
上
の
最
重
点

事
項
で
あ
る
と
認
識

機
会
あ

管
理
者
に
対
し
て
職
員
の
心
身
に
わ

た
る
健
康
管
理
に
十
分
な
配
慮
を
払
う
よ
う
注

意
喚
起

 

職
員
の
健
康
管
理
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

人
事
院
規
則
に
則

必
要
な

健
康
管
理
施
策
の
実
施
に
努
め
て
き
て
い
る
と

特

人
間

に
つ
い

て
は
35
歳
以
上
の
希
望
者
全
員
を
対
象

定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
人
事
院
規
則
の
規

定
よ
り
も
受
診
対
象
者
の
拡
充
や
対
象
年
齢
を

引
き
下
げ
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

 前
回
交
渉
か
ら
今
日
ま
で
残

念
な
こ
と
に
現
職
の
方
が
亡
く

職
員
が
健
康

を
害

職
員
本
人

や
そ
の
家
族

組

織
と
し
て
も
大
き
な
痛
手
と
な

引
き
続

健
康

管
理
施
策
の
確
実
な
実
施
に
努

(

１) 

健
康
管
理
施
策

永
山

 

前
回
交
渉
か
ら
今
日
ま
で
残
念
な
こ
と
に
現
職
の

方
が
亡

職
員
が
健
康
を
害
す
る
こ

職
員
本
人
や
そ
の
家
族

組
織
と

し
て
も
大
き
な
痛
手

引
き
続
き
健

康
管
理
施
策
の
確
実
な
実
施
に
努

 

特

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

対
策

類
か
ら
５
類
に
変
更

後

業
務
継
続
の
た
め

消
毒

液
等
の
物
品
が
不
足

引
き
続

必
要

数
を
確
保

 

税
関
の
監
視
艇

に

お
け
る
社
会
悪
物
品
や
金
地
金
の
密
輸
が
摘
発
さ
れ

て
い
る
中

海
上
機
動
力
と
し
て
非
常
に

重
要

監
視
艇
を
運
航

す
る
海
事
職
職
員

社
会
悪
物
品
や
金
の
密
輸
及

び
テ
ロ
関
連
物
品
に
対
す
る
水
際
阻
止
の
た
め
監
視

取
締
り
を
行
う
上
で
重
要
な
職
責
を
果
た
し
て
い

 そ
の
よ
う
な
職
責
を
果
た
し
て
い
る
海
事
職
職
員

日
々
監
視
艇
を
整
備

運
航
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
業
務
に
精
励
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

本
年
５
月
15
日
に
提
出

令
和

６
年
度
概
算
要
求
に
関
わ
る

で
も
記
載
し

安
全
運
航
に
資
す
る
た
め
の
経
費

を
確
保

監
視
艇
の
整
備
に
必
要
な
部
品
や
工
具

等
を
格
納
す
る
施
設
等
の
職
場
環
境
の

に
係
留
す
る
係
留
場
所
確
保
及
び
整
備
を
お
願
い
す

が
発
生
し
た
場
合
に

は
速
や
か
に
修
繕
等
の
対
応
を
図
る
よ
う
お
願
い
す

 

退
役
後
も
税
関
の
管
理
下
に
あ
る
船
舶
に

譲
渡
さ
れ
る
ま
で
の

の
機
能
維

持

海
事
職
職
員
が
定
期
的
に
係
留
場
所
へ

赴

周
辺
海
域
で
の
運
航
や
機
関
部
・
甲
板
部
の
整

備
を
行

今
後
も
監
視
艇
の
老
朽
化
等
に

よ
る
代
替
船
の
建
造
予
定

退
役

し
た
船
舶
に
つ
い
て
譲
渡
ま
で
の
期
間
が
長
期
化
す

る
場
合

海
事
職
職
員
が
安
心
し
て
運
航
で
き
る

上
架
等
の
必
要
な
処
置
を
行

若
し
く
は
船

舶
を
陸
上
に
あ
げ
て
保
管
す
る
措
置
を
検
討
す
る
な

海
事
職
職
員
に
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
を
お
願

 

 

 

監
視
艇
の
安
全
運
航
を
確
保

厳
し
い

財
政
事
情
の

な
経
費
を
確
保

監

視
艇
の
点
検
及
び
整
備
並
び
に
係
留
場
所
の
整
備
等

を
実
施

 

今
後

監
視
艇
の
安
全
運
航
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考

 

退
役
し
た
監
視
艇

処
分
す
る
ま
で
の

で
管
理

船
舶
の
機
能
維
持
の
た
め
必

要
な
運
航
や
整
備
を
行

こ
う
し
た
状
況

安
全
運
航
の
確
保
が

重
要
と
認
識

 

特

退
役
し
た
監
視
艇
の
処
分
に
時
間
を
要
す

る
場
合

上
架
等
の
必
要
な
整
備
を
行

う
等
職
員
へ
の
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
て
ま
い
り
た
い
と
考

 

脇中中央執行委員 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

防
止

税
関
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
は
必
要

な
水
準
の
業
務
を
継
続

の
た
め
職
員
は
感
染
す
る
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が

ら
職
務
に
精
励

職
員
の

心
身
に
過
度
な
負
担

マ
ス

消
毒
液
等
の
物
品
が
不
足
し
な

い
よ
う
必
要
数
の
確
保
を
お
願
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(

４) 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

仲
野

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

効
果
的
な
対

策

行

特
に

メ
ン
ト

人
事
院
規
則
に
制
定
さ
れ
施

行

行

 

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

職
場
環
境
を
悪
化
さ
せ

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
も
悪

影
響
を
与

対
策
は
必
要
不
可
欠
で

各
種
管
理
者
研
修
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
の
講
義
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

引
き
続

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
確
実
な

実
施
に
努

 

 

引
き
続

必
要
な
健
康
管
理
施
策
の
実
施
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
か
ら
５
類
に

変
更

後

職
員
が
安
全
に
職
務
を
全
う

状
況
に
応
じ
て
適
切

な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考

現
時
点
で
消
毒
液
や
マ
ス
ク

等
の
感
染
症
対
策
物
品

必
要
な
職
員
に
行
き
渡

認
識

必
要
時
に
は

い
つ
で
も
追
加
購
入
で
き
る
よ
う
調
達
の
準
備
を

整

 

引
き
続

水
際
取
締
り
を
は
じ
め
と
す
る
税
関

業
務
に
支
障

職
員
の
感
染
防
止

対
策
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

 

(

２) 

宿
舎
の
改
修

片
桐

 

一
部
の
合
同
宿
舎
等

築
50
年
を
超
え

る
宿
舎

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
著
し
く
な

省
庁
別
宿
舎
の
老
朽

化
も
含
め
関
税
局
か
ら
改
修
の
働
き
か
け
を
お
願
い

 

関
税
局

税
関
に
対
し
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
関
す
る
人
事
院
通
知
や
事
例
等
の
周
知
を
行
う
と

会
議
等
の
機
会

ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
な
い
明
る
く
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
の

整
備
に
取
り
組
む
よ
う
注
意
喚
起
を
行

 

税
関

職
員
の
相
談
窓
口
に
加

は
介
護
に
関
す
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
相
談
員
を
設
置
す
る
と
と
も

片桐中央執行委員 

一
部
の
合
同
宿
舎
等

築
50
年
を
超
え

る
宿
舎

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
著
し
く
な

宿
舎

人
事
異
動
に
よ
り
一

旦
は
入
居

の
現
状
に

嫌
悪
感
を
抱

民
間
住
宅
へ
の
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合

宿
舎
に
設

置
さ
れ
て
い
る
給
湯
器
や
風
呂
釜
な
ど
は
年
数
が

経
過
す
れ
ば
部
品
等
が
無

修
繕
も
ま
ま
な

一
定
年
数
の

経
過
に
よ
り
更
新
を
お
願

省
庁
別
宿
舎

の
老
朽
化
へ
の
対
応

予
算
措
置
に
取

 
宿
舎
の
建
て
替

合
同
宿
舎
と
し

て
設
置
す
る
こ
と
が
原
則

整
備
に
つ

各
税
関
か
ら
の
要
求
に
基

財
務
局

が
宿
舎
の
必
要
戸
数
等
を
把
握

計
画

的
・
効
率
的
に
整
備
す
る
も
の
と
承
知
を
し
て
お
り

 

省
庁
別
宿
舎

優
先
度

の
高
い
も
の
か
ら
改
修
等
に
努
め
て
き
て
お
り
ま
し

引
き
続
き
宿
舎
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考

 

(

３) 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

原
川

 

依
然
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職

員
が
発
生
し
深
刻
な
問
題

引
き
続

一
次
予
防
で
あ
る
未
然
防
止
に
努
め

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職

員
へ
の
継
続
的
な
支
援
を
行

 

各
種
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
承
知

依
然
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職
員
が
発
生
し
深
刻
な
問
題
と

原
因

職
場
の
要
員
不
足

な
ど
か
ら
個
人
で
過
度
に
仕
事
を
抱
え
て
し
ま
う
な

責
任
感
の
強
さ
ゆ
え
に
肉
体
的
・
精
神
的
負
担

に
耐
え
切
れ
ず
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
患

な
ど
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
を
抱
え
る
職
員

の
周
囲
の
職
員
も
思
い
悩
み
な
が
ら
対
応
し
て
い
る

状
況

 

当
局

引
き
続
き

制
度
に
よ
る
一
次
予
防
で
あ
る
未
然
防
止
に
努

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関

重
要
性
を
十
分
認
識

職
場
の
実
情
に
応
じ
た
各

種
の
施
策
を
講

各
管
理
者
に
は
職

員
に
対
す
る
身
上
把
握
の
徹
底
及
び
き
め
細
か
い
配

慮
に
心
掛
け
る
よ
う
指
導
・
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ

 

職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
関
す
る
施
策
に

人
事
院
の
指
針
等
に
基

各
職
場

の

と
の
連

携
を
密
に
し
た
職
場
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
等
の

や
再
発
防
止
に
対
す
る
所
要
の

措
置
を
講

 

今
後

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
つ
き
ま
し

十
分
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

 

り
組

合
同
宿
舎
に
つ
い
て
は

関
係
当
局
へ
の
働
き
か

け
を
お
願

 

メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾

患
を
抱
え
る
職
員

へ
の
継
続
的
な
支

援
を
行
う
よ
う
お

願

 

仲野副中央執行委員長 
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 永山中央執行委員長 

永

山

中

央

執

行

委

員

長 

交

渉

後

挨

拶 

本
日

議
題
と
な

中

既
に
動
い
て
き
て
い
る
部
分
が

組
合
員
か
ら

声
が
聞

誠
に
あ
り
が
と
う

今
後

特

今
回

も
お
言
葉

当
局
の
権
限
の

及
ば
な
い
部
分
と
い
う
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

労
使
と
も
に
協
力

改
善

に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
い
う
風

労
組
と
し
ま
し
て
も
考

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

 

 

夏
季
休
暇
の
使
用
可
能
期
間

月
か
ら

９
月
ま
で
の
期
間
が
業
務
繁
忙
に
当

当
該
期
間

内
に
休
暇
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
職
員
に
つ
い

前
後
各
１
月
の
期
間
拡
大

使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
人
事
院
規
則
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て

業
務
繁
忙
と
な
る
職
員
が
夏
季
休
暇

を
取
得
し
や
す
く
な
る
よ
う
適
切
に
対
応

 

業
務
繁
忙
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
具
体
的
な

考
え
な
ど
が
あ
れ
ば
情
報
提
供
を
お
願

 

夏
季
休
暇
の
使
用
可
能
期
間

来
年
か

ら
従
来
の
休
暇
使
用
可
能
期
間
の
前
後
各
１
月
が
拡

大
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
と
承
知

ら
も
含

今
後
も
適
切
な
運
用
を
行

た
い
と
考

 

月
か
ら
９
月
ま
で
の
期
間
が
業
務
繁
忙

に
当

当
該
期
間
内
に
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が

困
難
な

の
範
囲

今
後
予
定

さ
れ
て
い
る
人
事
院
規
則
の
改
正
内
容
等
を
踏
ま
え

た
上

関
係
先
と
と
も
に
検
討
し
て
決
定
す
る
予
定

知
ら
せ
で
き
る
段
階
に
な
れ
ば
前

広
に
お
知
ら
せ
し
た
い
と
考

 

(

５) 

夏
季
休
暇
の
使
用
可
能
期
間
の
拡
大

福
本

 

 

人
事
院
規
則
や
部
内
規
程
の
内
容
に
つ
い
て
イ

に
掲
載
す
る

に
対
し
周
知

徹
底
を
図

 

幹
部
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
を
含
め
た

全
職
員
を
対
象
と
す
る
各
種
講
演
や
管
理
者
研
修
等

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
講
義
を

実
施

各
種
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

大
変
重
要
で
あ
る

と
認
識

今
後
と
も
そ
の
防
止

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

 

福本中央執行委員 

(

６) 

超
過
勤
務
の
上
限
等
に
関
す
る
措
置

脇
中

 

超
過
勤
務
命
令
の
上
限
が
設

長
時
間
労
働
の
是
正

職
員
の
心
身
の
健
康

保
持
や
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
の
支
援
策
と
し
て

期
待

事
務
量

の
削
減
又
は
事
務
の
効
率
化
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で

職
員
に
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
を
強
い
る
こ
と

昨
年
よ
り
個
人
用
Ｌ
Ａ
Ｎ
端
末
等
に
よ
り

の

が
実
施

事
務
の
効
率
化
・
平
準
化
及
び
適
正
な
人

な
対
応
を
お
願

 

超
過
勤
務
の
上
限
等
に
関
す
る
措
置
に
つ
い
て

職
員
に
肉
体
的
・
精
神
的
負
担
を
強
い
る
こ
と
が

事
務
の
効
率
化
・
平
準
化
及
び
適
正
な
人

員
配
置
を
行

 

当
局

恒
常
的
な
長
時
間
に
及
ぶ
超
過

勤
務

職
員
の
活
力
を
低
下

業
務
遂
行
に

支
障
を
来

職
員
の
心
身
の
健
康
だ
け

で
な
く
健
全
な
家
庭
生
活
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
認
識

 

超
過
勤
務
縮
減
に
関
す
る
具
体
策

関

税
局
と
し
て
税
関
長
会
議
を
は
じ
め
各
種
会
議
で
単

な
る
慫
慂
や
呼

幹
部
職
員

の

の
下

管
理
者
に
対
し
て
事

務
の
効
率
化
や
事
務
の
見
直
し
等
の
業
務
改
善
に
向

け
た
取
組
強
化
を
推
進
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
と

 

税
関

Ｒ
Ｐ
Ａ
等
を
活
用
し

た
業
務
の

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ

ム
の

の

の
ペ

化

実
状
に
応
じ
た

業
務
改
善
へ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
る
も
の
と
承
知

 

今
後

必
要
な
業
務
改
善
に
取
り
組
む
と
と

税
関
業
務
の
現
状
や
業
務
量
の
推
移
等
の
実

情
を
勘
案

職
員

過
度
な
業
務

負
担

適
正
な
人
員
配
置
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考

 

 

交渉は以上となります。 
今後も、組合員の処遇改
善のために取組みを進
めていきます！ 
共に頑張りましょう♪ 

 
暇
の
使
用
可
能
期
間
の
見
直

月
か
ら

９
月
ま
で
の
期
間
が
業
務
繁
忙
に
当

当
該
期

間
内
に
休
暇
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
職
員
に
つ

前
後
各
１
月
の
期
間
拡
大

使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
明
記

令
和
６
年
１
月
か
ら
実
施

人
事
院
規
則
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て

月
か
ら
９
月
は
出
入
国
旅
客
が
増
加
す
る

繁
忙
期
に
あ
た
る
こ
と
に
加

税
関
の
人
事
異
動

時
期

拡
大
後
の
期
間
内
に
お

業
務
繁
忙
と
な
る
職
員
が
夏
季
休
暇
を
取
得

し
や
す
く
な
る
よ
う
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
お
願
い

 

業
務
繁
忙
と
認
め
ら
れ
る
具
体
的
な
条
件

な
ど
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
情
報
提
供
を
お
願

 

本
年
８
月
７
日
の
人
事
院
勧
告
と
併

令
和

５
年
公
務
員
人
事
管
理
に
関
す
る

に
夏
季
休
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ＨＰが生まれ変わります！ 

税関労組は、2011 年より現在のＨＰを開
設し、組合活動や教宣紙、福利厚生情報など
を閲覧できるよう更新を続けておりました。 

 
当時に比べ、閲覧機器がパソコンからスマ

ートフォンへ移行している状況を踏まえ、前
期よりＨＰ改善を進めておりました。 

 
そして、遂に新ＨＰが開設されました！ 
 
新たなＨＰは、閲覧のしやすさはもちろん

のこと、大きな問題であったスマートフォンの
閲覧にも対応しています！ 

 
今後も新たな情報発信ツールの一つとし

て、皆様にタイムリーな情報をお届けしてい
きます。 

 
新ＨＰ導入のこの機会に、旧ＨＰに登録をし

ていなかった組合員の皆様は、是非会員登録
をしてみてください！ 

 
以降のページには、スマホ・PC からの会員

登録方法を掲載します。 

①と示した部分をタップす
ると「会員登録」を含めたい
くつかの項目が表示される。 

 
②の箇所に「会員登録」が

あるのでタップする。 
 
左図の画面が表示される

ので下にスクロールして、以
下の内容を入力する。 
✔名前 
✔ふりがな 
✔メールアドレス 
✔所属地区本部 
✔入関年次、職種 
✔パスワード 
 
全ての入力が完了したら

「入力内容を送信する」をタ
ップして作業完了です。 

 
管理端末にてＩＤ、ＰＷの発

行が完了次第、登録いただ
いたメールアドレス宛に通知
します。 

 
これで登録完了です！ 

① 

② 



The Japan Customs Personnel Labour Union      965 号  P15 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

パソコンからの会員登録の場合は、上部に「会員登録」の項目が表示さ
れているので、そちらをクリックすることで登録画面に移動できます。 

以降は、スマホ版の流れと同じです！ 

こちらの QR コードから会員登
録画面に移動できます！ 

皆さんの登録をお待ちしてお
ります！ 

 

旧ＨＰに登録してい
た方で、アドレス確認が
完了した方は、新ＨＰへ
の移行作業が完了して
います。 

登録アドレス宛に新
規パスワード設定のメ
ールが届いております
ので、設定をしていただ
き新ＨＰをご利用くだ
さい！ 

旧ＨＰにつきましては、本年 12月末
をもって運営を終了いたします。 

これまで各地本において、教宣紙の
アップロードなど対応いただきありが
とうございました。 

今後は、新ＨＰの運営にご協力をお
願いいたします！！ 

移行作業が完了した方には、上写真のメール
を送っておりますので、パスワードの再設定を
お願いします。 
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組合員の皆様へ 

 

いつも組合活動へのご理解、ご協力大変

ありがとうございます。 

 

今期、教宣紙の発行が大変滞っており、

皆様へ最新の情報を届けるべき税関労組ニ

ュースとしての意義を果すことができてい

ないことに対し、この場をお借りして謝罪

申し上げます。 

 

今後、連続した発行となりますが、今期

の活動を少しでも皆様にお届けできるよ

う、順次発送させていただきます。 

 

皆様にはご迷惑をおかけして大変申し訳

ございません。 

 

引き続きよろしくお願い申し上げます。 


